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福
島
駅
西
口
か
ら
商
圏
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
地
域
へ
循
環
バ
ス
を
運
行
さ
せ

る
べ
き
で
は

Ａ　
福
島
駅
西
側
の
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
需
要
把
握
や
社
会
実
験
実
施
の
必
要

性
を
路
線
バ
ス
事
業
者
と
協
議
し
、
買
物
な

ど
の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

地
域
の
足
の
確
保
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
の
評
価

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
実
績
の
集
約
・
教
訓
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〇
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契
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上
限
額
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事
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�
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か
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お
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Ｑ　
建
築
資
材
の
高
騰
や
労
務
単
価
の
上

昇
に
伴
い
、
工
期
の
遅
れ
や
計
画
の
見
直
し

が
あ
り
う
る
の
か

Ａ　
こ
れ
ま
で
工
事
費
縮
減
の
た
め
、
再
開

発
組
合
と
と
も
に
使
用
資
材
の
変
更
や
施
設

計
画
の
再
調
整
を
行
っ
て
き
た
が
、
工
事
費

高
騰
の
影
響
を
抑
え
る
ま
で
の
効
果
が
得
ら

れ
ず
、
テ
ナ
ン
ト
と
の
交
渉
も
難
航
し
て
、

着
工
ま
で
の
見
通
し
が
描
け
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　
駅
前
の
集
客
交
流
と
賑
わ
い
の
拠
点
を
つ

く
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
変
わ
ら
な
い
が
、
再
開

発
事
業
全
体
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
補

助
金
な
ど
財
源
確
保
に
向
け
た
調
整
に
加
え

て
、
市
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
も
含
め
、

踏
み
込
ん
だ
見
直
し
を
行
う
こ
と
も
視
野
に

検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
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ヨ
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ー
福
島
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跡
地
利
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〇
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条
件
緩
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続
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も
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り
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シ
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バ
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ポ
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ト
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無
料
継
続
は
不
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Ａ　
も
も
り
ん
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

は
全
国
的
に
見
て
も
手
厚
い
高
齢
者
の
移
動

支
援
策
で
あ
る
。
一
方
、
公
共
交
通
空
白
地

域
な
ど
で
は
利
用
し
づ
ら
い
な
ど
の
現
行
制

度
の
課
題
を
踏
ま
え
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
。
市
民
委
員
か
ら
な
る
超
高
齢
社
会
に
お

け
る
地
域
公
共
交
通
を
考
え
る
会
を
設
置
し
、

市
民
目
線
で
の
意
見
交
換
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

利
用
し
や
す
く
持
続
可
能
な
制
度
へ
見
直
し

を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
タ
ク
シ
ー
利
用
に
対
す
る
補
助
制
度

〇
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
事
業
の
現
金
給
付

〇
市
専
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正
規
職
員
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開
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Ｑ　
準
備
状
況
と
残
さ
れ
た
課
題
は

Ａ　
こ
れ
ま
で
入
学
希
望
者
の
募
集
・
面
接
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
教
育
環
境
の
整
備
な

ど
、
開
校
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
専
門
的
な
高
い
指
導
力

を
有
す
る
教
員
を
集
め
て
教
育
課
程
編
成
委

員
会
を
組
織
し
、
各
教
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成
を
進
め
て
き
た
。
教
職
員
の
配
置
も
、

県
と
連
携
し
て
教
員
の
公
募
制
度
を
活
用
し
、

夜
間
中
学
で
の
指
導
を
希
望
す
る
高
い
志
を

も
っ
た
教
員
を
県
内
全
域
か
ら
募
り
、
指
導

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
設
置
場
所
で
あ
る
市
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
改
修
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
や
教
材
・
教
具
の
整
備
な
ど
を
進
め
て

い
る
。

　
残
さ
れ
た
課
題
は
、
個
人
面
接
を
通
し
て

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
入
学
希
望
者
の
個
別

の
ニ
ー
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を
踏
ま
え
た
学
習
指
導
の
あ
り
方

と
自
己
の
生
き
方
を
探
究
す
る
学
習
活
動
の

充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
習
熟
度

に
応
じ
た
指
導
の
あ
り
方
を
さ
ら
に
研
究
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
重
視
し
た
多
様
な

学
び
の
場
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

そ
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ど
も
た
ち
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へ
の
支
援

�

丹た
ん
治じ　
　
誠ま
こ
と

Ｑ　
今
後
、
中
央
地
区
小
学
校
再
編
の
検

討
を
進
め
る
中
で
支
援
策
と
し
て
ど
の
よ

う
な
内
容
が
想
定
さ
れ
る
の
か

Ａ　
増
え
続
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
学
び

の
場
を
市
内
全
域
か
ら
通
い
や
す
い
中
央
地

区
に
整
備
す
る
こ
と
は
大
変
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
想
定
さ
れ
る
内
容

と
し
て
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
る
適
応
指
導
教
室
の
機
能
強
化
、
い
わ
ゆ

る
不
登
校
特
例
校
の
設
置
、
夜
間
中
学
で
の

不
登
校
生
徒
の
受
け
入
れ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
新
た
に
設
置
す
る
検
討
会
に
お
い
て
、

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
具
体
的
な
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト

事
業
※
の
推
進

〇
市
広
報
で
の
音
声
コ
ー
ド
導
入

〇
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

間
の
連
携

◆四季の里将来構想の検討
　四季の里のリニューアルに向け、来園者の減少
やテナント撤退への抜本的な対応が必要となって
いることから、来園者のニーズや周辺施設との連携
可能性などの現状分析を行い、園内テナント施設
の利活用や民間活力導入に向けた調査検討を行う。

（主な質疑と答弁）
問：調査検討の主な内容は。
答：�園内、周辺施設を含めた現状分析を行い、新
しい四季の里のコンセプトを設定し、それを
実現するための基本方針の取りまとめを行う。

　　�　さらに、集客、経営の調査や施設の長寿命
化に向けた整備計画、民間活力の導入などに
向けた調査検討を行う。

◆小児科の新規開業支援制度の創設　
　小児科医の減少・高齢化が進んでいることから、
子どもの医療体制を確保するため、休日当番医や
夜間急病診療所の小児科診療への協力を要件とし
た小児科の新規開業支援制度を創設。

（主な質疑と答弁）
問：�小児科と内科を併設するような場合は開業支
援制度の対象になるか。

答：�小児科を標榜する医療機
関が対象となる。

　　�　例えば、小児科として
子どもを診る前提で、内
科の診療も行うような医
療機関も対象となる。

常任委員会
※各常任委員会に付託された議案審査のなかからピックアップして内容を紹介します。

◆清水支所建設事業
　令和５年10月25日に新支所の建築工事が完了
したことから、現支所の建物を解体するための工
事費4,500万円を計上するもの。
　新支所は、敷地の外構工事終了後、２月26日に
開所を予定している。現支所の解体工事は、４月
の窓口繁忙期が落ち着いた後、速やかに工事に着
手し、８月上旬までの工期を予定している。
　現支所解体後は、駐車場として整備予定。

（主な質疑と答弁）
問：�解体工事中における駐車場確保と新支所への
安全な進入路確保は。

答：�現在の駐車場は50台程度となっているが、同
程度の台数を確保する予定。また、進入路に
ついては、警備員を配置するとともに十分な
安全対策を講じていく。

◆財産取得の件
（ふくしま☆スタイル住宅整備・建物等管理事業）
　民間賃貸住宅のノウハウを生かすため、設計・
施工・建物管理まで含めた公募型プロポーザル
DBO方式（買取型）を採用し、市営住宅として
使用する建物を取得する。
　
（主な質疑と答弁）
問：�新しいスタイルの市営住宅ということで人気
が出ると思われるが、募集方法と入居資格は。

答：�募集方法は公募とし、応募多数の場合は抽選
によって決定する。主な入居資格は、新婚世
帯は結婚してから３年以内かつ夫婦の年齢が
共に39歳以下の方、子育て世帯は小学校修了
前の子どもを扶養する方、高齢者世帯は通常
の市営住宅などと同様、規定の収入基準内で
ある満60歳以上の方となる。

総 　 　 　 　 　 務

経　 済　 民　 生

文　 教　 福　 祉

建　 設　 水　 道

12月定例会議12月定例会議

※在宅で医療的ケアを必要と
する障がい児などを介護し
ている家族などの負担軽減
を図るため、訪問看護師が
自宅に出向き、家族などが
行っている医療的ケアを一
定時間代替
する事業。
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〜議案等の審議結果〜 各議案の概要や資料は
こちらからご覧ください。

〔委員会、議員提出議案〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

意見書 医療・介護従事者の人材確保・育成と処遇改善及び医療機関・介護施設への物価高騰支援施策拡充を求める意
見書 ◯

決議 パレスチナのガザ地区での即時停戦及びそれぞれの人質の即時解放等による平和的解決を求める決議 ◯

[ 陳情 ]
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

陳情

すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める意見書提出方について ◯
健康保険証廃止の中止を求める意見書提出方について ×
ふくしまスカイパーク指定管理者の選定に関することについて ×
地元公共交通福島交通市内路線バスと飯坂電車の維持存続・多くの人々が負担なく利用でき福島の街と人の活
性化する取組みに関することについて ×

福島市公立夜間中学に小学校の指導用教科書を配備するよう求めることについて ×
福島市公立夜間中学に中学校の指導用教科書を配備するよう求めることについて ×
福島市農道離着場の所管替えに関することについて ×
住民税非課税世帯に支給される給付金７万円に６千円の上乗せを求めることについて ×
物価高騰対策給付金の支給に関することについて ×

12月定例会議　　

議会基本条例の取組状況を検証しました
◆今後の取組方針（検証結果）
★�市民に分かりやすい言葉・表現の方法を用いた
議会運営、議案、委員会資料の公開、市民参加
の推進など11項目（Ａ評価）
➡今後も継続して取り組むべき
★�議案などに対する議員個人の賛否の公表、積極
的な政策立案など４項目（Ｂ評価）
➡�賛否の公表は、新議場開設後の採決システムに
よる公表について検討を継続すべき
➡�政策立案の実施に向けてさらに先進事例等の研
究、検討を進めるべき

◆その他見直しが必要と認められるもの
★�全員協議会については重要案件であり、多くの
市民にとって関心のある内容であるため、会議
録の公開に向けた検討を行うべき。

〔市長提出議案〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

5年度補正予算 一般会計、水道事業会計、国民健康保険事業費特別会計、介護保険事業費特別会計、下水道事業会計、飯坂町
財産区特別会計、公設地方卸売市場事業費特別会計、後期高齢者医療事業費特別会計 ◯

条例改正

支所設置条例

◯

印鑑の登録及び証明に関する条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
国民健康保険税条例
国民健康保険税条例の一部を改正する条例
議会議員の議員報酬等に関する条例
市長等の給与に関する条例
職員の給与に関する条例等
手数料条例

人事
教育委員会委員任命

◯公平委員会委員選任
財産区管理委員選任

工事請負契約
第２期福島おおざそうインター工業団地造成工事

◯
杉妻小学校南校舎外壁等改修工事

財産取得 市営住宅用建物 ◯

指定管理者指定

市民活動サポートセンター、身体障がい者福祉センター腰の浜会館、飯野地域福祉センターほか、中央デイサー
ビスセンター、南沢又デイサービスセンター、春日町デイサービスセンター、蓬萊児童センター、清水児童セ
ンター、渡利児童センターほか、立子山自然の家、こむこむ館、職業訓練技能センター、福島テルサ、サンラ
イフ福島、東部勤労者研修センター、西部勤労者研修センター、産業交流プラザ、アクティブシニアセンター、
飯坂温泉観光会館ほか、浄土平天文台、つちゆロードパーク、あったか湯、土湯温泉まちおこしセンターほか、
UFOふれあい館ほか、四季の里、水林自然林、旧佐久間邸、音楽堂ほか、草心苑、民家園、国体記念体育館ほ
か、クレー射撃場、ヘルシーランド福島、御倉町地区公園旧日本銀行福島支店長役宅

◯

その他
民事調停申立て

◯損害賠償の額の決定並びに和解
字の区域の変更
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